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情報教育目標リスト（１）

情報活用の実践力（Ｌ）

課題を把握する力 情報を活用する力 情報手段を適切に活用する力

Ⅰ 問題の発見と計画 Ⅱ 情報の収集・判断 Ⅲ 情報の編集･加工 Ⅳ 情報の交流・発信 Ⅴ 表現 Ⅵ メディアによるコミュニ Ⅶ情報手段の適切な活用
ケーション

身近な人や場所から情報を収集 自分の思いや考えを表現する 自分の思いや考えをメディア 楽しみながら情報手段に慣れ
することができる ことができる を使って伝えることができる 親しむことができる低

学 ● 絵や文章から必要な情報を収 ● 情報の大事なところを落とさ ● 身近な人に手紙や絵で、自分 ①コンピュータの基本的な操作１ １ １

年 集することができる。 ずに表現することができる。 の思いを伝えることができる ができる。 起動・終了・保。 (
①必要なことや好きなこと、興 ● 伝える順番に気を付けて話し ● 電話やマイク等の機器を使っ 存など）２ ２

味のあることについて人に聞 たり、かいたりすることがで て、自分の考えを伝えること ②基本的な入力 キーボード・(
いたり、図書館を使ったりし きる。 ができる。 マウス 、出力 プリンタ・モ) (
て情報を集めることができる ● 自分の表現したものを見直し ①コンピュータを使って友達と ニタ 装置を使うことができ。 ３ )

②事象やその変化の様子を観察 て、修正することができる。 仲良く作業をすることができ る。
等で調べることができる。 ● 姿勢・口形に注意して、はっ る。 ③コンピュータを使って、自分４

③自分の好きな画像を収集する きりした発音で話すことがで の思いや考えを表現すること
ことができる。 きる。 ができる。

④計測を通して長さやかさ、時 ①自分の思いをお絵かきソフト ④デジタル機器を使って、画像
刻などを調べることができる を使って表現することができ をとることができる。。

る。 ⑤自分の思いを表現する手段と
②日本語入力で簡単な文章を書 してコンピュータが使えるこ
くことができる。 とが分る。

③楽しみながらパソコンでゲー ⑥情報手段を使った学習に意欲
ムなどをすることができる。 的に参加することができる。

④簡単な事柄を分類・整理して
表やグラフに表すことができ
る。

問題を意識し、追求すること 身近な施設やメディアを使っ 情報を加工・編集して分かり まとめたことを人に分かりや 要点を落とさず筋道を立てて メディアを利用して情報を交 問題解決や表現活動の道具と
ができる て情報を収集することができる やすくまとめる すく伝える 表現することができる 流する して情報手段を使うことができ中

る学 ①物事の特徴をつかむことがで ⑤課題や問題解決に必要な情報 ①見学したり調査したことを、 ● まとめたことを身近な人に話 ● 筋道を立てて、自分の考えを ②壁新聞やプリント資料を使っ１ ５

年 きる。 を収集したり選択したりする 表やグラフ、図にまとめるこ すことができる。 伝えることができる。 て、情報を交流することがで ⑦文字、音声、静止画などをデ
②問題を構成している要素につ ことができる。 とができる。 ①まとめたことを資料の形で身 ● 表現したい中心が分かるよう きる。 ィジタルデータとして加工す６

いて考えることができる。 ⑥目的に合わせて、辞書や図鑑 ②資料を日時、場所など簡単な 近な人に伝えることができる に、かいたり話したりする。 ③オーディオテープやビデオテ ることができる。。
③事象の比較から問題を見つけ などの資料を活用して、情報 観点を決めてまとめることが ②ファックスや電話、電子メー ● 間違いを正しく直すことがで ープを使って情報を交流する ⑧情報を収集する手段として、７

ることができる。 を収集することができる。 できる。 ルを使って情報を交流・発信 きる。 ことができる。 インターネットのよさが分か
④グループで話し合って、課題 ⑦公共の施設や身近な施設を使 ③集めた情報をディジタル化し することができる。 ⑤相手や場に応じて、表現の仕 ④コンピュータを使ってグルー る。、
や学習計画をつくることがで って、情報を収集することが 加工・編集してまとめること 方を考えることができる。 プで協力して作業を行うこと ⑨学習に必要なアプリケーショ
きる。 できる。 ができる。 ⑥目的に応じて、文字の大きさ ができる。 ン ソ フ ト を 扱 う こ と が で き

⑤事象と現象の関わりのなかか ⑧見学したり調査したりして、 や画像を工夫して資料を作成 る。
ら問題を見つけることができ 必要な情報を収集することが することができる。 ⑩データを記録メディアに記録
る。 できる。 ⑦ローマ字で文字を入力するこ することができる。

⑨アンケート等の手段で必要な とができる。 ⑪問題解決や表現活動、情報収
情報を収集することができる 集の手段として情報手段の活。

⑩実験・観察・測定を通して必 用が有効であることが分る。
要なデータを収集することが ⑫電卓を正しく使うことができ
できる （重さ・かさ・時間・ る。。

）温度・角度・変化の様子など
⑪複数の事象を観察し、比較す
ることによって情報を収集す
ることができる。

⑫テレビや新聞などのメディア
を使って、情報を収集するこ
とができる。

⑬インターネットのサイトから
必要な情報を収集することが
できる。

主体的に問題解決活動を進め 課題意識をもって情報を収集 目的や意図に合わせて情報を 情報手段を使って意見を交流 目的や意図に応じて表現の仕 ネットワークを使って情報を 課題解決の道具として情報手
ることができる することができる 加工・編集することができる ・発信することができる 方を工夫することができる 交流する 段を適切に活用できる高

学 ⑥目的に合わせて課題を設定す ⑭メディアやインターネットを ④事実・感想・意見などを区別 ③電子メールを使って、疑問点 ⑧自分の意図が分かるように、 ⑤電子メールを送ることができ ⑬文字、音声、静止画、動画な
年 ることができる。 使って、情報を効率的に検索 してまとめることができる。 を尋ねたり、自分の考えを伝 話したりかいたりすることが る。 どをディジタルデータとして
⑦事象の変化する条件に注意し することができる。 ⑤目的や意図に合わせて、事柄 えることができる。 できる。 ⑥ネットワークを使って、他の 効果的に加工することができ、
問題を見つけることができる ⑮電子辞書を使って、情報を検 に軽重を付けることができる ④学習のまとめや調べたことを ⑨自分の立場や意図をはっきり 学級と交流することができる る。。 。 。

⑧課題を多面的に追求すること 索することができる。 ⑥数量の変化や割合をグラフに プレゼンテーションソフトを させて話すことができる。 ⑭ローマ字入力で必要な文章や
ができる。 ⑯調査したり、目的にあった資 表すことができる。 使って発表することができる ⑩ローマ字での表記ができる。 単 語 を 入 力 す る こ と が で き。

料を活用して情報を収集する ⑦プレゼンテーションソフトを ⑤ ネットワークを使って、意見 る。
ことができる。 使って、学習したことをまと を交流することができる。 ⑮ネットワークを使った学習の

⑰公共の施設や工場などを見学 めることができる。 ⑥情報を加工したものをホーム よさが分かる。
して情報を収集することがで ⑧マルチメディアを統合して処 ページ等に発信することがで ⑯課題解決の道具として、情報
きる。 理することができる。 きる。 手段を適切に活用することが

⑱動画や静止画など、必要な情 ⑦メディア（新聞・放送）を使 できる。
報をディジタル化して収集す って、情報を発信することが
ることができる。 できる。

⑲インタビューなどの手段で、
必要な情報を収集することが
できる。

⑳条件を変えて実験・測定し必
要な情報を収集することがで
きる。

測定や計算を通して、広さ（面
積）やかさ（体積）を求めるこ
とができる。
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よりよい課題解決の方法を選 観点をはっきりさせて情報を ソフトウェアを選択して情報 自己の情報活用について振り 目的や場面に応じて、的確に 交流をとおして、考えを深め 積極的に情報手段を活用する中
択することができる 収集することができる を編集・加工する 返ることができる 自分の意図を表現することがで たり論点をはっきりさせること ことができる学

校 ⑨いくつかの課題のなかから選 課題を分析し、集めたい情報 ⑨文書処理ソフトウェア、表計 ⑧作品を相互評価し、情報に注 ⑰マルチメディアを扱ったソフきる ができる
択し学習を進めることができ の観点をあげて、必要な情報 算ソフトウェア、データベー 意して総合的に価値判断がで ⑪目的や場面に応じて、的確に ⑦ネットワークを使って、学習 トウェアを利用することがで
る。 を収集することができる。 ス処理ソフトウェア、図形処 きる。 表現することができる。 を深めることができる。 きる。

⑩主体的に問題を発見すること 必要な情報を収集する方法が 理ソフトウェア等のなかから ⑨電子メールを使って、情報を ⑫自分の立場を明らかにして、 ⑧グループ討議などで問題を分 ⑱課題解決のために情報手段を
ができる。 目的に合っているか判断する 選択し、目的にあった情報を 発信することができる。 論理的に表現することができ 析することができる。 積極的に活用することができ

⑪実際の課題を想定して、具体 ことができる。 創造することができる。 る。 ⑨環境や立場、年齢の異なる人 る。
的にまとめられる。 自己の考えを適切に表現する ⑩マルチメディア（動画、静止 とメディアを通して交流する ⑲自分の思いや願いの実現のた

⑫結果を予測し、課題解決の方 ために、適切な情報を集めら 画、音楽、音声、文書など） ことができる。 めにコンピュータを効果的に
法を選択することができる。 れる。 を素材にして、作品を制作す 利用することができる。

る。
⑪ホームページ作成ソフトを使
って、情報を創造することが
できる。

⑫収集した情報を総合して、レ
ポートを作成することができ
る。
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情報教育目標リスト（２）

情報社会に参画する態度（Ｍ） 情報の科学的な理解（Ｓ）

Ⅰ 情報モラル Ⅱ 情報社会についての理解 Ⅰ情報手段の仕組みや特性 Ⅱ 問題解決の手順と結果の Ⅲ 人間の知覚・記憶、思考 Ⅳ 情報を表現するための各種
評価 についての特性 の技法

人とのかかわりのなかで情報の在り コンピュータについての基本的な仕
方に気づくことができる 組みが分かる低

学 ● 嘘をついてはいけないことが分か ①コンピュータの周辺機器の名前が分１

年 る。 かる。
● あいさつや礼儀正しくすることの ②仮想と現実の区別を付けることがで２

大切さが分かる。 きる。
①人を傷つける情報は、つくったり話 ③コンピュータが動作させるには、ソ
したりしてはいけないことを知る。 フトウェアが必要であることが分か

②コンピュータなどの情報機器を約束 る。
を守って使うことができる。

情報を扱うときのルールや決まりを
知る中

学 ● 礼儀正しくすることは、よりよい３

年 人間関係を築くために必要であるこ
とが分る。

● 公共物は大切に扱う必要のあるこ４

とが分る。
③情報のなかには正しくないものがあ
ることを知る。

④情報を扱うときには守らなければな
らない決まりやルールがあることを
知る。

⑤正確な情報を伝えることの大切さを
知る。

⑥めあてをもって Webを利用すること
が大切であることを知る。

⑦Web上には、有害な情報があること
を知る。

⑧情報の発信した先に人がいることが
分かる。

情報のなかには、守らなければなら 社会のなかで情報を有効に活用して
ない権利があることを知る いるものがあるとともに、問題点もあ高

ることを知る学 ● 相手の文化・立場・意見などを尊５

年 重することの大切さが分かる。 ①情報や情報手段を有効に活用するこ
⑨個人情報の大切さが分かる。 とによって生活が便利になってきて
⑩インターネット上には悪意のある人 いることが分かる。
がいることが分かる。 ②情報を有効に活用している産業があ

⑪電子メールで交流する際に気を付け ることが分かる。
るべきマナーが分かる。 ③情報化の「影」といわれる問題があ

⑫他の人が作成したものには、著作権 ることが分かる。
があり、無断で使ってはいけないこ
とが分かる。

⑬情報を与えてくれた人に感謝の気持
ちを表すことの大切さが分か

る。

情報モラルの必要性について知る 情報化が社会に及ぼしている影響を 情報伝達の仕組みとコンピュータの コンピュータの利用形態を知る中
学 ⑭ネットワークを利用する際には、ユ ①パーソナルコンピュータの利用形態知るとともに、生活とコンピュータの 基本的な構成・機能を知る

、 、 、校 ーザ やパスワードが必要である ④コンピュータの基本的な構成が分か には 文書処理 データベース処理ID かかわりについて知る
ことが分かる。 ④情報手段がどのように発達・発展し る。 図形処理に分けることができること

⑮学校外に発信できる情報と学校内に てきたか分かる。 ⑤コンピュータがディジタル信号でデ が分かる。
とどめておく情報があることが分か ⑤情報機器の発達が生活をどのように ータを処理していることが分かる。 ②データベース処理ソフトウェアの機
る。 変化させてきたか分かる。 ⑥入力装置の基本的な特徴を理解す 能や用途が分かる。

⑯ネットワークにつながったコンピュ ⑥情報手段を効果的に活用し、生活に る。
ータは、なかを見られるおそれがあ 生かしていく方法を考えることがで ⑦データの保存は、 、 、 等FD HD MO
ることが分かる。 きる。 の補助記憶装置で行われていること

⑰不正アクセスは、法律で禁じられて ⑦コンピュータシステムの利点を生か が分かる。
いることが分かる。 した利用方法が分かる。 ⑧ハードウェアを動かすためには、ソ

⑱情報を発信する場合には、著作権や ⑧社会のなかにはルールがあり、情報 フトウェアが必要であることを理解
相手のプライバシーを侵害してはい 社会のなかでも守らなければならな する。
けないことが分かる。 いルールがあることを理解す ⑨ソフトウェアには、 やアプリケOS

⑲インターネット上には悪意のあるも る。 ーションソフトなどがあることを理
のもあることが分かる。 ⑨コンピュータ犯罪の深刻さが理解で 解する。
ショッピング・オークション等 きる。 ⑩情報の伝達には、双方向と一方向が( )

⑳ウィルス対策のために、ワクチンソ ⑩インターネット社会によるコミュニ あることを具体的な例をあげて説明
フトが必要であることが分かる。 ケーション不足の問題点があること できる。

が分かる。 ⑪情報通信ネットワークの高速性・正
⑪コンピュータやインターネットの社 確性、機密性の特徴が分かる。
会にはまりこむと健康を害するおそ ⑫ ページの構造やプロバイダWeb
れがあることが分かる。 ・サーバの役割が分かる。


